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1897年創刊のジャパンタイムズは、日本で最も歴史ある英字新聞のひとつであり、日本の政治・経済・
文化を英文で伝える重要な一次資料として、多くの国内外の研究者に広く利用されてきました。	
今日に至るまで、歴史的な出来事の記録や社会の動きを客観的に伝える貴重な情報源であり、研究者に
とって欠かせない資料となっています。

ジャパンタイムズは創刊以来、過去に発行された主要な英字新聞を統合しており、その歴史的な情報資
産を通じて、当時の英字新聞資料を一貫して幅広く参照することができます。

本デジタルアーカイブは、2014年に作成された記事データに改めてOCRを実施し、全文検索の精度を
向上させました。これにより、過去の記事や特定の出来事をさらに正確に、そして効率的に検索・引用
できるようになり、分析や比較研究を効率的に進められる環境を備えています。

創刊号から前年までを収録し、当時の紙面を直接参照する形で資料を提供しています。

ジャパンタイムズのデジタルアーカイブは、日本近現代史、国際関係、文化研究、メディア史など	
幅広い学術分野において、信頼性の高い一次資料として活用いただけます。単なるデジタル化ではな
く、研究者が必要とする情報により精度高くアクセスできる利便性を重視した設計により、資料の価値
を最大限に引き出すことができるアーカイブです。

■ 本ユーザーガイドの主な内容

•	 アーカイブを探す

•	 検索のヒント

•	 アクセスおよびアカウント設定

•	 画面表示、ナビゲーション、および各種ツール
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ジャパンタイムズアーカイブへようこそ
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検索バーは、各ページの上部ヘッダーに表示されています。検索語を入力し、「Enter」キーを押す、もしくは虫眼鏡アイコンを	
クリックすると検索を実行できます。

詳細検索では、日付や商品タイトルを指定して検索できるほか、検索結果の表示形式や1ページあたりの表示件数を設定する
ことが可能です。

検索方法については、画面右上の「？」/ヘルプページのリンクをご参照ください。

※ヘルプページの内容はすべて英語で記載されています。日本語で閲覧される場合は、ブラウザやPCの翻訳機能をご利用ください。

詳細検索は、検索欄の右端にある「＋」付きの虫眼鏡アイコンをクリックしてください。	
クリックすると、詳細検索のポップアップウィンドウが表示されます（下図参照）。

■ 基本検索（Basic Search)

■ 詳細検索（Advanced Search)

アーカイブを探す
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詳細検索（Advanced Search）メニューでは、検索結果の表示形式を以下の3種類から選択できます。

検索結果の表示形式

①	 画像（Images）：ページ画像、メタデータ、URL、検索語がハイライト表示された紙面画像を表示します。

②	 テキスト（Text）：ページ画像、メタデータ、URL、検索語がハイライト表示されたテキストを表示します。

③	 なし（None）：ページ画像、メタデータ、URLを表示します。

検索結果は、画面右側のタブから、以下の条件で並べ替え
ることができます。

•	 関連度順（Relevance）        
•	 日付順（古い順）                  
•	 日付順（新しい順）

①

②

③
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引用符（" "）を付けずに検索すると、入力した単語が含まれる記事が検索対象となり、その単語がより多く登場する記事ほど
上位に表示されます。	
例えば 「Olympics」と検索すると、「Olympics」を含む全ての記事が検索結果に表示されます。

検索語句を引用符（" "）で囲むと、その語句が指定した順序で並んでいる箇所のみを検索対象とする「完全一致検索」が行わ
れます。これにより、より精度の高い検索結果を得ることができます。 

※本システムでは記事単位ではなくページ単位で検索を行います。そのため、同じページ内に複数の記事が掲載されている場合、検索語句が別々
の記事に含まれていても、ページ上で指定した順序に並んでいれば検索結果として表示されることがあります。 

アスタリスク（*）を検索する単語の後ろに付けると、語尾が異なる関連語もまとめて検索できます。これにより、指定した文字
列の後に続くさまざまな語形を検索できます。

例えば、develop* と検索すると、developed, develops, development, developingなど、該当する単語が検索されます。

ブール演算子である AND、OR、NOT を使用すると、検索結果を絞り込むことができます。

例えば、	
England NOT New と検索すると、Englandを含みつつNewを含まない記事、つまりNew Englandを除いた結果が表示
されます。

また、括弧（　）を使って条件をグループ化することも可能です。	
例えば、	
(Mississippi OR Ohio) AND river と検索すると、Mississippi RiverまたはOhio Riverに関する結果が表示され、
MississippiやOhio単独の結果は表示されません

•	 AND（すべての語を含む） と NOT（特定の語を除外） は、検索結果を絞り込みます。
•	 OR（いずれかの語を含む） は、検索結果の範囲を広げます。

■ 基本検索（Basic Search)

■ 完全一致検索 (Advanced Search)

■ ワイルドカード検索（Wildcard Search)

■ ブール検索（Boolean Search）

検索のヒント
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フレーズの末尾にチルダ（~）と数字を付けることで、近接検索を行うことができます。	
この機能を使用すると、検索語同士が一定の語数以内に出現する結果に絞り込むことができます。

例えば、	
"John Smith"~3 と検索すると、Johnと Smithが 3語以内の間隔で出現する結果が表示されます。	
そのため、次のような表記も検索結果に含まれます。

John Smith 
John J. Smith 
John Frederick Smith 
John Fullerton-Smith 
Smith, John

このように、検索語の順序や間に入る単語が多少異なる場合でも、指定した範囲内で近接して出現していれば検索対象と	
なります。

ファジー検索は、単語の末尾に 「~1」 を付けることで実行できます。	
例えば、roam~1 と入力すると、roamだけでなく foamや roamsなど、類似した語も検索結果に含まれます。これは、
OCR処理によって生じる文字の誤りを補うのに役立ちます。

■ 近接検索（Proximity Search）

■ ファジー検索（Fuzzy Search）
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アーカイブURL:　https://digital-archives.japantimes.co.jp/

ジャパンタイムズアーカイブは、ご契約機関の認証済みIPネットワークからご利用いただけます。コンテンツにアクセスできない	
場合は、ご利用のIPアドレスが登録されているかをご確認ください。ご不明な場合は、ご所属機関の図書館、ご契約代理店、または
ジャパンタイムズまでお問い合わせください。

ご契約機関の認証IPネットワークを通じてジャパンタイムズアーカイブにアクセスしている利用者は、My accountを登録する
ことができます。

My accountを作成すると、コンテンツの印刷、ダウンロード、OCRテキストの修正、保存記事や検索履歴の管理などの便利
な機能を利用できます。

My account を作成

My accountを作成するには、まずご契約機関の認証済み
IPネットワーク経由でアーカイブにアクセスし、画面右上の
「Login」リンクから個人プロフィールの登録を行ってくだ
さい。画面の案内に従って登録フォームを入力・送信して	
ください。

登録完了後は、設定したユーザー名とパスワードでログ	
インすることで、My accountを利用できます。

ログイン後は、画面右上に「My account」リンクが表示	
されます。このリンクから以下の操作が可能です：

■ マイアカウント /My account

■ 登録およびログイン

アクセスおよびアカウント設定

•	 パスワードの変更
•	 登録メールアドレスの変更
•	 保存したプライベートリストやメモの確認
•	 検索履歴や閲覧履歴の保存設定（有効／無効）の
切り替え 

Login screen

Registration screen
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ユーザーは、後で参照できるようにページを保存するためのプライベートリストを作成できます。

ページをプライベートリストに保存するには、ページ表示画面の右上部にある「＋」アイコンをクリックしてください。

プライベートリストには、選択したページに関連するメモやリマインダーを追加することができ、複数のリストを作成することも
可能です。

また、選択した記事にはメタデータが自動的に付与されるため、日付やページ情報を個別に管理する必要はありません。

作成したプライベートリストは、ウェブサイトのMy accountから確認できます。この画面では、リストの閲覧・管理に加え、	
自分自身にリストをメールで送信することも可能です。

なお、My accountで作成されたすべてのリストおよびメモ書きはユーザー個人に限定され、他のユーザーから閲覧される	
ことはありません。

【ご注意】	
My accountは、ご所属機関の契約アカウントに紐づいており、IPネットワーク経由でアーカイブにアクセスしている場合に	
のみご利用いただけます。

■ My account でのプライベートリストとメモの作成
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ジャパンタイムズアーカイブは、ジャパンタイムズについての説明、検索ツール、およびコンテンツ閲覧のためのナビゲーション機能で
構成されています。主な機能については以下の通りです。

こちらのリンクからMy accountにログインまたは	
新規登録を行います。

ログイン後は、このエリアにMy accountへのアクセス
リンクおよびログアウトのリンクが表示されます。

画面表示・ナビゲーションおよび各種ツール

❶❸

❹
❺

❺

❷

検索フィールドを使用して、ジャパンタイムズアーカイブ
の基本検索を行うことができます。また、「＋」マーク付
きの虫眼鏡アイコンを選択すると詳細検索のポップアッ
プ画面が表示され、より詳細な条件を指定して検索で
きます。

詳細な検索方法やヒントについては、本ユーザーガイド
の3〜6ページをご参照ください。

❶ ログイン／登録 ❷ 検索ツール
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左側の「TITLE NAVIGATION」をクリックすると、ジャパンタイムズアーカイブに収録されている全商品のタイトル一覧ページ
を表示します。

DATE NAVIGATION機能を使用すると、閲覧したい号の年・月・日を素早く選択できます。

1.	 YearまたはMonthをクリックすると、ドロップダウンリストが表示され、それぞれ年、月を選択できます。
2.	 コンテンツが存在する月には、月名の横に「+」が表示されます
3.	 年と月を選択すると、カレンダーが表示され、記事が閲覧可能な日は濃いグレーのボックスで示されます
4.	 表示された日付をクリックすると、その日の記事を閲覧できます

このページでは、完全なメタデータが表示されるほか、
アーカイブのメインホームページと同様に、「日付ナビゲー
ション（DATE NAVIGATION）」や「この日の歴史（On this 
Date in History）」機能を利用してコンテンツを閲覧する	
ことができます。

ジャパンタイムズは創刊以来、時代に応じて題字や名称
の変更を経て現在に至っています。そのため、The Japan 
Timesのご契約には、「The Japan Times - 」で始まる過去
の題字・関連タイトルが全て含まれます。

タイトル一覧は、購読・購入状況に関係なく、発行年の	
古いものから順に全て表示されています。（ご契約がない
商品の記事は鍵がかかっており、閲覧はできません。）

上部メニューバーの「？」アイコンを選択すると、ヘルプページにアクセスできます。

ヘルプページには、検索方法、詳細検索、高度なクエリ構文、OCRテキストの修正方法、印刷、動作環境、資料の利用方法、
引用および著作権に関する情報が掲載されています。

ジャパンタイムズアーカイブにアクセスすると、このエリアには現在の日付に対応した過去の異なる年から、ランダムに選ばれ
た紙面が表示されます。

サムネイル画像には、その号のフロントページの一部が表示され、横に発行日が記載されます。なお、このサムネイル画像も
ランダムに生成されるため、見出しの一部、記事、写真、あるいは広告の一部などが表示される場合があります。

表示されているいずれかの項目をクリックすると、該当する新聞・雑誌のページを閲覧することができます。

❸ ヘルプ

❹ タイトルナビゲーション

❺ 日付ナビゲーション (DATE NAVIGATION)

❻ この日の歴史（ON THIS DATE IN HISTORY）
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①	 左側の“カレンダー”のアイコンの両隣の矢印を
使用すると、前後の号へ移動できます	
アイコン自体をクリックすると、新聞のトップ
ページに移動し、DATE NAVIGATIONを使って	
閲覧できます

②	 中央の“資料の束”のアイコンの両隣の矢印を	
使用すると、現在表示中の号内で前後のページに
移動できます。アイコン自体をクリックすると、	
左側パネルに自動的にページビューが表示され
ます

③	 検索を実行すると、右側に“虫眼鏡アイコン”の
両隣の矢印を使用すると、検索結果として表示さ
れた記事やページを前後に移動できます。アイコ
ン自体をクリックすると、検索結果ページに移動
します。

❶ 表示切替（Pages / Text） ❷ ナビゲーションアイコンの操作

左側パネルで「Pages」と「Text」の表示を切り替える
ことができます。

①	「Pages」 
号の各ページが一覧表示され、リンクをクリック
すると該当ページに直接移動できます

②	「Text」 
現在表示されているページのOCRテキストが	
表示されます

画面表示・ナビゲーションおよび各種ツール

❶ ❷ ❹

❺

❸

① ② ① ② ③
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このバーには、アーカイブ内の各記事に固有のURLが表示されます。	
「Share」のアイコンをクリックすると、このURLをローカルのクリップボードにコピーできます。	
コピーしたURLは、メールや文書などに貼り付けて利用できます。

①	 現在表示されているページを、ローカルデバイス
にPDFとして保存

②	 現在のページをローカルデバイスから印刷

③	 現在表示されている記事のURLを自動的に添付
したメールを送信

④	 現在のページを「My account」のプライベート	
リストに追加保存	
（My accountおよびプライベートリストの詳細
は、本ガイドの7～ 8ページをご参照ください）

⑤	 MLA、APA、Chicago、RIS形式で引用情報を生成

①	 左に表示中の記事内で、	
前後のページに移動

②	 表示中ページの拡大／縮小

③	 ページをドラッグして移動

④	 ページの一部を切り取り、
表示・コピー・保存

⑤	 画像をフルスクリーン表示

⑥	 画像を回転（クリックごと
に 90度回転）

⑦	 画像表示をページの幅・	
高さに合わせる

❸ URL の表示

❹ ❺ 

① ② ③ ④ ⑤

①

②

③ ④

⑤ ⑥

⑦


